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農業分野での稲わら・麦わら・籾殻の利用について

＜土づくり資材としての効果（水稲収量・品質の比較）＞

⚫ 発生した稲わらの9割近くは、直接あるいは堆肥化して農地にすき込まれ、土づくり資材や肥料とし
て利用されている。

⚫ 稲わら、麦わらや稲わら堆肥を連用すると、化学肥料単用に比べ収量が多く、玄米品質も高い。

⚫ 稲わら、麦わらには、肥料の三要素である窒素・リン酸・カリウムが含まれており、すき込みによって
化学肥料の投入を節約できる。

⚫ 籾殻燻炭はJ-クレジット制度の対象として、地球温暖化対策の観点からも利用拡大を推進。

窒素 リン酸 カリウム

稲わら 0.45～0.50％ 0.15～0.20％ 1.5～2.0％

麦わら 0.3～0.35％ 0.2～0.3％ 1.5～2.0％

＜肥料としての効果＞

（出典）長野県「主な有機質資材の成分量と特性」
現物あたり成分量。範囲は最小値と最大値を表す。

化学肥料単用 稲わら1t/10a 稲わら堆肥2t/10a 麦わら0.6t/10a

収量 100 107 111 109

品質 4.3 3.5 3.2 4.2

（出典）農研機構成果情報（九州
沖縄農研, 2007）
収量：日照時間が平年並みの場合。化
学肥料単用の場合を100とした指数
品質：高温年のデータ。1（1等上）～
9（3等下）を示す

＜籾殻の炭素貯留効果＞

炭素含有率 100年後の炭素残存率 炭素貯留量

0.49 0.65 1.17kg-CO2／1kg炭 （出典）J-クレジット制度方法論より農林水産省作成

＜発生した稲わらの利用状況＞

○ 国内の稲わら生産量 … 811.3万トン（令和2年・農林水産省推計）
※粗飼料として約１割利用、残りはほぼ全量が直接又は堆肥化等の上農地に還元




